
 

 園 則（運営規程） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 わかば福祉会 

「幼保連携型認定こども園」わかば保育園 

 

 



第１章 総 則 

（名 称） 

第１条  この教育と保育を一体的に行う施設は、幼保連携型認定こども園 わかば保育

園（以下、「当園」とする）という。 

 

（位 置） 

第２条  当園は、富山県富山市堀川町５５番地に置く。 

 

（目 的） 

第３条  当園は、教育基本法の精神に則り、「富山市幼保連携型認定こども園の学級の編

成、職員、設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２６年９月２９日富山

市条例第４８号）」及び子ども・子育て支援法等関係法令・通知等を遵守し、乳幼

児を教育・保育し、良好な環境を与えて、その心身の発達を助長することを目的

とする。 

  ２、乳幼児の家庭及び地域の子育て家庭に対する子育て支援等の事業を行う。 

 

（就業年限及び入園資格） 

第４条  就業年限、定員、学級、入園資格及び学級編成は、次のとおりとする。 

   （１）就業年限 １年、２年、３年、４年、５年、６年、６年以上 

   （２）定員学級 ・幼児（満３歳から小学校就学の始期に達するまでの幼児） 

１３４人  ６学級 

（１号認定子ども１４名、２号認定子ども１２０名） 

           ・未満児（０歳児から満２歳児） 

             ６０名 ６学級（３号認定子ども６０名） 

   （３）学級編成 ０歳児 ３人 ２学級 

      （基本形）１歳児１３人 ２学級 

２歳児１４人 ２学級 

３歳児１６人 ２学級 

           ４歳児２４人と２３人 ２学級 

           ５歳児２１人と２０人 ２学級 

      尚、入園児童の年齢構成に応じて学級編成は変化する。 

   （４）入園資格 ０歳児から小学校就学の始期に達するまでの幼児 

 

第２章 学年、学期及び休業日 

（学 年） 

第５条  学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 



（学 期） 

第６条  学期は次の３学期とする。 

     第１学期 ４月１日から ７月３１日まで 

     第２学期 ８月１日から１２月３１日まで 

     第３学期 １月１日から ３月３１日まで 

 

（休業日） 

第７条  休業日は、次の通りとする。ただし、園長が必要あると認めた場合には、休 

業日を変更することができる。 

   （１）国民の祝日に関する法律に規定する日 

   （２）日曜日 

   （３）夏期  ７月２１日から ８月３１日まで 

   （４）冬期 １２月２５日から １月 ７日まで 

   （５）春期  ３月２５日から 入園式前日まで 

   （６）その他 その他園長の定める日 

 

（始業及び就業） 

第８条  始業及び就業は、次の通りとする。ただし、季節ならびに園長が必要あると 

認めた場合には、必要に応じて時間を変更することができる。 

開所時間    午前７時００分から午後８時００分まで（下記以外の時間を

延長保育とする） 

保育標準時間  午前７時００分から午後６時００分までの必要時間 

保育短時間   午前８時３０分から午後４時３０分までの必要時間 

教育標準時間  午前９時００分から午後３時００分までの必要時間 

 

第３章  教育・保育等の内容 

（提供する教育・保育等の内容） 

第９条  提供する教育・保育内容等は、幼保連携型認定こども園教育・保育要領（平成

２６年４月３０日内閣府・文部科学省・厚生労働省告示第１号）に基づき、以下

の内容とする。 

（１）第８条において規定する時間において提供する教育・保育（教育・保育計画、

教育・保育方針に具体化） 

（２）食事の提供（食物アレルギーへの対応方針は別に定める） 

（３）送迎（１号認定子ども） 

（４）子育て支援事業 

（５）延長保育事業 

（６）一時預かり事業 

（７）病児保育事業 



（８）その他教育・保育に係る行事等 

 

第４章  教育・保育課程修了の認定 

（認定の基準） 

第１０条  教育・保育課程の修了は平素の様子を総合的に考慮して決める。 

 

（証書の授与） 

第１１条  園長は、所定の教育・保育を終了したと認めたものには、別紙様式の保育証 

書を与える。 

 

第５章  入園、退園、転園及び休園 

（入 園） 

第１２条  １号認定子どもの入園は、所定の手続きを経た者について、園長が内定し 

富山市へ認定を申請し、認定書の交付後、園と契約する。 

    ２．２号認定子ども・３号認定子どもの入園は、富山市へ「保育の必要性」の認 

定申請を行い、認定書の交付後、富山市の利用斡旋調整により当園へ利用決定

をうけて園と契約する。 

    ３．１号認定子どもにおいて定員を超える申請があった場合、別途選考基準を定

める。 

 

（退園、転園及び途中入園） 

第１３条  退園又は転園しようとするときは、その理由を付して保護者から園長に願 

     い出なければならない。 

    ２．園長は次の者に退園を命ずることができる。 

     （１）園長が教育上退園の必要を認めた者 

     （２）正当な理由がなく、納付金を未納あるいは３ヶ月滞納している者 

     （３）途中入園は、定員に達していない限りにおいて認める。 

 

（休 園） 

第１４条  園長は、病気その他やむを得ない理由により、引き続き１ヶ月欠席し、なお、 

     ２ヶ月以上欠席を要すると認められた者が、休園を願い出た場合には、１年以

内に限り休園を許可することができる。 

    ２．園長は、教育上必要と認めた時は、１年以内に限り休園を命ずることができ 

     きる。 

 

 



第６章  組 織 

（職員組織） 

第１５条  組織は次の通りとする。 

     （１）園 長   １人 

        園長は、職員及び業務の管理を一元的に行い、職員に対し法令等を遵守

させるための指揮命令を行うとともに、利用乳幼児を全体的に把握し、園

務をつかさどる。 

    （２）副園長   1人 

園長を補佐する。 

（３）主 幹 保 育 教 諭   １人以上 

       教育・保育に従事し、その計画の立案、実施、記録及び家庭連絡等の業 

      務を行う。 

（４）副 主 幹 保 育 教 諭   １人以上 

       教育・保育に従事し、その計画の立案、実施、記録及び家庭連絡等の業 

      務を行う。 

（５）保 育 教 諭   ３人以上 

       教育・保育に従事し、その計画の立案、実施、記録及び家庭連絡等の業 

      務を行う。 

（６）園 医   １人 

        園児・新入園児の健康診断を行い、健康・保健生活の指導・助言を行う。 

     （７）園歯科医  １人 

        園児・新入園児の歯科診断を行い、健康・保健生活の指導・助言を行う。 

     （８）園薬剤師  １人 

        園児・新入園児の投薬診断を行い、健康・保健生活の指導・助言を行う。 

     （９）事務職員  １人以上 

        事務に従事し、事務全般を計画し、つかさどる。  

     （10）看護師   １人以上 

        教育・保育を補佐し、保健・衛生生活を計画立案し、指導・助言を行う。 

     （11）栄養士   １人 

        保育の一環として、乳幼児の発達段階に応じ、献立を作成し、給食・お 

やつを実施する。 

     （12）調理員   ２名以上 

        栄養士の作成した献立に基づき、給食・おやつを調理する。 

     （13）用務員等 

        園全体の清掃・保管業務等をつかさどる。その他、運転士等の業務員を 

置くことができる。 

 



第７章  保育料等 

（保育料等） 

第１６条  授業料等は次のとおりとする。 

        保育料（月額） 園児が居住する市町村が定める額を受けるものとする。

（別表１） 

    ２．次の費用については実費の支払いを受けることがある。 

     （１）日用品、文具等 

     （２）行事費 

     （３）送迎バス代（人件費に係る費用を除く） 

     （４）１号認定子どもの給食費及び２号認定子どもの給食のうち主食に係る費 

用（人件費に係る費用を除く） 

（５）その他、教育及び保育において提供される便宜に要する費用のうち、通

常必要とされる費用 

    ３．延長保育の料金は別表２のとおりとする。 

４、一時預かり保育の料金は、別表３のとおりとする。 

５、保育料等は、毎月２７日までに本園が指定する方法で納付するものとする。 

 

（減 免） 

第１７条  在籍者は、出欠の有無に関わらず、また休園の場合にも、原則として保育料 

を納付しなければならない。ただし、園長が特別な事情があると認めた場合に 

は、これを減免することができる。 

 

（返 還） 

第１８条  既に納付した保育料等は原則として返還しない。ただし、園長が特別な事情 

があると認めた場合には、この限りではない。 

 

第８章  緊急時の対応等 

（緊急時の対応方法） 

第１９条  教育・保育の提供を行っている時に、利用乳幼児に病状の急変、その他緊急

事態が生じたときは、速やかに嘱託医又は利用乳幼児の主治医に連絡する等、

必要な措置を講じるものとする。 

    ２、教育・保育の提供により事故が発生した場合は乳幼児の保護者、富山市等に

必要な連絡をするとともに必要な措置を講じるものとする。 

    ３、当園は、事故の状況や事故に際して採った処置について記録するとともに、

事故の発生原因を解明し、再発防止のための対策を講じるものとする。 

    ４、乳幼児に対する保育の提供により賠償すべき事故が発生した場合には損害賠

償を速やかにおこなうものとする。 



（非常災害対策） 

第２０条  非常災害に備えて、消防計画等を作成し、防火管理者又は火気・消防等につ

いての責任者を定め、少なくても毎月１回以上、避難及び消火に係る訓練を実

施するものとする。 

 

（虐待の防止のための措置） 

第２１条  当園は利用乳幼児の人権の擁護及び虐待の防止を図るため、責任者の設置そ

の他必要な体制の整備を行うとともに、職員に対する研修の実施その他必要な

措置を講じるものとする。 

 

（記録の整備） 

第２２条  当園は、教育・保育の提供に関する以下に掲げる記録を整備し、その完結の

日から５年間保存するものとする。 

（１）教育・保育の実施にあたっての計画 

（２）提供した教育・保育に係る提供記録 

（３）保護者からの苦情の内容等の記録 

（４）事故の状況及び事故に際して行った処置についての記録 

（５）その他教育・保育の提供に関する重要記録 

 

（要望・苦情等について） 

第２３条  当園に関する要望・苦情等は担当者を決め、日々受け付けるものとする。担

当者で解決できない場合は、第３者委員に相談し、対処する。 

      平成３０年度要望  苦情等担当者     副園長  北野 里英子 

                苦情解決責任者     園長  小島 貴子 

 

（第三者評価について） 

第２４条  当園は５年に一度、第三者評価を受審し、その結果を公表するものとする。 

 

（秘密の保持について） 

第２５条  当園は職務上知り得た個人情報を社会福祉法人として守秘義務を厳守すると

ともに情報漏えいにも十分な注意をはらう。 

      尚、個人の承諾を得て活用する情報はこの限りではない。 

 

第９章  ほう賞 

（ほう賞） 

第２６条  園長は、心身の発達著しく他の模範となる者を、ほう賞することができる。 

 

 



第１０章  雑 則 

 

第２７条  この園則の実施に関し必要な細則は、園長が決める。 

 

第２８条  この規程を改正又は廃止するときは、理事会の決議を経るものとする。ただ   

     し、第４条で定める利用定員の総数に変更がない場合における、子ども・子育

て支援法第 19条第１項各号に掲げる小学校就学前子どもの区分ごとに定める利

用定員間の割振りの変更は、理事長の専決事項とし直近の理事会で報告するも

のとする。 

 

 

 

（附則） 

この園則は、平成２７年４月１日から実施する。 

  平成２９年４月１日一部改正 

  平成３０年４月１日一部改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山市堀川町４５５番地 

社会福祉法人 わかば福祉会 

理事長 小 島 伸 也 

 


